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○ 本ハンドブックは、現在県内各地域で地球温暖化防止の普及啓発を行っている
　　推進員の皆さんの活動の一助としていただくために作成しました。

○ 新たに推進員となり、これから活動を始めようとする方にとっては、最初の一歩を
　　踏み出す際の入門書として活用いただけると幸いです。
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「2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略」

5.4. 地球温暖化防止活動に関係する機関の一覧

※本書では、説明文中に登場する「温室効果ガス」の表記を代表的な温室効果ガスであ

る「ＣＯ２」に統一して記載しています。予めご了承ください。

先人から受け継いだ「豊かな水と緑あふれる秋田」を次の世代に継承するため

には、気候変動の原因となっているＣＯ2 排出量削減の取組は大変重要であり、

県は2050年カーボンニュートラル実現に向け、国の目標を上回る目標を掲げて

ＣＯ２排出量削減の取組を加速させています。

秋田県が目指す姿「県民総参加で脱炭素の実現を目指す地域社会の形成」

＜2030 年度目標＞温室効果ガス排出量 5,209 千トンーCO2

2013年度比 ▲54％ ※森林吸収を含む

推進員の皆さんには、地域住民の最も身近で頼れる相談役やリーダーとして
地球温暖化防止活動に取り組んでいただくことを期待しています。

出典）第２次秋田県地球温暖化対策推進計画【改定版】2022-2030（第５章 本計画の目標 p.49）より

資源・エネルギー循環省エネ等によるＣＯ２排出抑制 環境配慮型ライフスタイルへの転換

　近年、災害級の猛暑、集中豪雨による水害、野生生物の分布域の拡大による獣

害の増加など、地球温暖化によって引き起こされる気候変動の影響が身近に、よ

り強く感じられるようになりました。

　この高い目標を達成し、地域、秋田、そして地球の未来を変えるためには、

県民一人ひとりが行動を変えることが最も重要です。

1. はじめに

出典)秋田県ツキノワグマ等情報マップシステムより

ツキノワグマの出没状況

出典)日本経済新聞ホームページより出典)秋田地方気象台ホームページより

秋田地方気象台 令和 5年秋田市の大雨被害
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